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校訓  

天草市立天草中学校 
令和６年2月１6日 

文責 
校長 瀧森 智 

 

自
分
を
見
つ
め
、
自
他
を
大
切
に
す
る 

～
校
長
室
よ
り
～ 

 

ま
し
ょ
う
。 

今
年
度
は
『
挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
～
さ

ら
に
上
へ
～
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
更
な

る
高
み
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

天
草
中
で
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
毎
学
期

人
権
旬
間
を
設
け
、
人
権
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
三
学
期
は
、
一
年
生
は
「
水
俣
病
」、

二
年
生
は
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
」、
三
年
生

は
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
を
題
材
に
人
権
学
習
を

行
い
ま
し
た
。 

誤
解
や
決
め
つ
け
、
予
断
・
偏
見
が
「
差

別
」
を
生
み
出
し
ま
す
。
差
別
を
な
く
し
て

い
く
に
は
、
物
事
を
「
正
し
く
理
解
」
す
る

こ
と
、「
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
」
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
、
考
え
て
い
き

た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。 

①
自
分
を
見
つ
め
、
よ
り
よ
く
し
て
い
く 

年
齢
や
性
別
、
立
場
に
関
係
な
く
、
向
上

心
を
持
ち
自
分
を
少
し
で
も
よ
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

自
分
の
夢
や
願
い
を
か
な
え
る
た
め
、
し

っ
か
り
と
考
え
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
自
分
の

夢
や
願
い
を
か
な
え
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

考
え
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

② 

周
囲
の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と 

自
分
の
周
り
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
し
た
り
、
周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
り

す
る
こ
と
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
自
分
の
こ
と
が
大
切

で
も
、
周
り
の
人
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
の
こ
と

を
思
い
や
り
、
気
を
配
っ
て
い
く
か
ら
こ

そ
、
自
分
も
さ
ら
に
生
か
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
①
②
を
合
わ
せ
て
、「
自
他
の
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
か
け
が
え
の
な
い
命
（
自
分
を
含
め 

      

十
五
日
（
木
）
の
生
徒
朝
会
で
、
令
和
六

年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
発
表
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

生
徒
会
役
員
の
み
な
さ
ん
が
草
案
を
作

成
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
駆
使
し
て
全
校
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、『
勇
輝 

～
ふ
み
出

す
一
歩
、
夢
へ
の
一
歩
～
』
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
で
き
ま
し
た
。「
勇
輝
」
に
は
、
「
勇

気
を
出
し
て
努
力
し
た
先
に
必
ず
光
が
あ

り
、
一
人
一
人
が
輝
く
こ
と
で
天
中
全
て
が

光
に
な
る
。
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
サ
ブ
テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
に
、
勇

気
を
出
し
て
ふ
み
出
す
一
歩
が
、
自
分
の
夢

を
実
現
さ
せ
る
一
歩
と
な
り
ま
す
。
互
い
に

励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
努
力
を
重
ね
て
い
き 

周
り
の
人
の
命
）
を
大
切
に
し
、
精
一
杯
生

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
貴
重
な
経
験
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
も
気
持
ち

よ
く
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
ま
ず
身
近
で
簡
単
な
こ
と
・
当
た
り
前

な
こ
と
（
例
え
ば
「
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ

つ
」「
掃
除
を
丁
寧
に
す
る
」「
ゴ
ミ
を
拾
う
」

「
体
を
し
っ
か
り
動
か
す
」
等
）
を
習
慣
化

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

人
権
学
習
は
、「
自
分
を
見
つ

め
、
自
他
を
大
切
に
す
る
」
気
持

ち
を
養
う
大
切
な
学
習
で
す
。

ま
ず
、
身
近
で
簡
単
な
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

勇
輝 
～
ふ
み
出
す
一
歩
、
夢
へ
の
一
歩
～ 

新
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
ま
る 

国・数・英とも県・全国を上回る 
～県学力・学習状況調査分析①～  
12月に行われた県学力・学習状況調査の結

果が届きました。 

天草中生徒は、１・２年生とも良好な成績

で、国語・数学・英語とも県や全国の正答率

を上回る結果でした。日頃の取組が成果とな

っています。 

子どもたちは、授業で課題の解決に向けて

よく考え取り組んでいます。タブレット等を

活用しながら、他者の考えを取り入れ自分の

考えを深めていく、主体的な学習活動が行わ

れています。個人表には、それぞれの課題と

アドバイスが記されていますので、家庭学習

でも活用してください。 

これからも、小規模

校・少人数であること

の強みを生かし、チー

ムで授業改善に取り

組み、学力向上を図っ

ていきたいと思いま

す。 
 

（裏の分析②には i-checkについて掲載しています。） 



供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
健
康
の
増

進
、
体
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い

ま

す
。
ま
た
、
食
に
関

す
る
指
導
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め

の
重
要
な
教
材
と 

し
て
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

安
全
や
衛
生
に
気
を
つ
け
る
こ
と
や
食

事
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

食
材
を
使
っ
た
り
、
郷
土
食
や
行
事
食
を
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
文
化
や
伝

統
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

給
食
の
「
有
難
さ
」
を
理
解
し
、「
い
た
だ

き
ま
す
」
の
意
味
を
確
認
す
る
大
切
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

『
天
草
中
学
校
Ｈ
Ｐ
』

で
は
、
日
々
の
出
来
事

や
本
日
の
給
食
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

や
保
護
者
の
み
な
さ
ん

が
食
べ
て
い
た
頃
の
メ

ニ
ュ
ー
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
期
間
に

合
わ
せ
て
、
学
校
栄
養

職
員
の
梶
山
先
生
が
給

食
に
時
間
に
各
学
年
を 

回
り
、
給
食
に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
の
な
い
給
食
セ
ン 

タ
ー
内
の
様
子
や
、

調
理
員
の
方
々
の
思

い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

学
校
給
食
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
身
の

健
全
な
発
達
の
た

め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て 

         

                          

                                 

             
 

                     

 

今
後
の
主
な
行
事
予
定 

【
二
月
】
二
〇
日
（
火
）：
一
・
二
年
学
年
末
テ

ス
ト
（
～
二
二
日
）・
ノ
ー
部
活
デ
ー 

二
二

日
（
木
）:

三
年
図
書
貸
出
最
終
日 

二
三
日

（
金
）：
天
皇
誕
生
日 

二
六
日
（
月
）：
一
・

二
年
教
育
相
談
（
～
二
九
日
） 

【
三
月
】
一
日
（
金
）： 

下
校
時
間
移
行
（
Ｓ

Ｂ
②18:00

） 

三
日
（
日
）
：
椿
ま
つ
り 

 
 

四
日
（
月
）：
公
立
高
校
後
期
選
抜
事
前
指
導 

五
日
（
火
）：
公
立
後
期
選
抜
入
試
（
～
六
日
）・

生
徒
朝
会 

六
日
（
水
）：
天
草
っ
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー 

七
日
（
木
）：
い
る
か
号 

八
日

（
金
）：
三
年
修
了
式
、
卒
業
式
予
行
・
準
備 

一
〇
日
（
日
）：
卒
業
証
書
授
与
式 

一
一
日

（
月
）：
振
替
休
業
日
（
一
〇
日
の
分
） 

一
三

日
（
水
）：
公
立
高
校
合
格
発
表
、
あ
い
さ
つ
運

動 

一
五
日
（
金
）：
一
・
二
年
図
書
貸
出
最
終

日
、
生
徒
議
会 

 

一
月
二
四
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
は
、
全
国

学
校
給
食
週
間
で
し
た
。 

給
食
の
は
じ
ま
り
は
明
治
二
二
年
、
山
形

県
鶴
岡
町
（
現
在
の
鶴
岡
市
）
に
あ
る
小
学

校
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
各
地
に
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
戦
争
に
よ
る
食
料

不
足
に
よ
り
一
時
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。 

戦
後
に
な
り
、
食
糧
難
に
よ
る
児
童
の
栄

養
状
態
の
悪
化
を
背
景
に
学
校
給
食
の
再

開
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
昭
和
二
一
年
六

月
に
ア
メ
リ
カ
の
救
済
団
体
か
ら
給
食
用

物
資
の
援
助
を
受
け
、
昭
和
二
二
年
一
月
か

ら
学
校
給
食
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
一
年
十
二

月
二
四
日
に
給
食
用

物
資
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
そ
れ
以
来
こ
の

日
を
「
学
校
給
食
感
謝

の
日
」
と
定
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
二 

五
年
度
か
ら
冬
休
み
と
重
な
ら
な
い
一
月

二
四
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の1

週
間
が
「
学

校
給
食
週
間
」
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
期
間
は
、
学
校
給
食
の
意
義
や
役
割

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
、
保
護
者

や
地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
、
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

本
校
で
も
、
生
徒
朝
会
で
健
康
体
育
委
員

会
に
よ
る
給
食
の
歴
史
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
給
食
が
始
ま
っ
た
当
時
の
メ
ニ
ュ
ー 

お
い
し
い
給
食
に
感
謝
！ 

～
学
校
給
食
週
間
～ 

 

i-check とは、生徒１人ひとりが自分らし
さを大切にしながら、学校生活の中で自分の
力を発揮できるよう、自分の生活や心の中を
振り返るアンケートです。本校の結果は次の
ようになりました（数字は、全国を 50 とし
たときのスコアです）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の表のように、本校生徒は「対話・話し

合い」ができ「学級の絆」が構築されている
集団で、「社会参画」の意識も高いといえま
す。しかし、１・２年とも「発信力」「生活習
慣」に課題を感じています。学校教育活動で
発信力を高め、ご家庭と協力しながら生活習
慣の改善を図っていきたいと思います。 

 

発信力を身に付け、生活習慣を見直そう！ 
～県学力・学習状況調査分析②i-check編～  


